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   神奈川ネットは地域政党です 進めよう！市⺠参加・市⺠政治 市議 保坂れい⼦ 
建設常任委員会(委員⻑) 

 

 
 

生活の課題を政治の場に届け、政治を暮らしに引き寄せる 
 
   

 
 

多くの行政情報に接する 
立場の責任は重い  保坂令子 

わ 

みんなで子どもを育む社会に 
井上三華子 

制定を求める陳情を⾏いました。陳情採択を受けて条例が作られ
た際に前向きに関わってくれたネット鎌倉と繋がりができ、2013
年の選挙で市議になりました。東⽇本⼤震災が⼤きな契機となっ
て取組みたい分野としては先ず防災があり、議員になる前から取
組んでいた情報公開と公⽂書管理の推進も⼤事なテーマで、それ
らを所管する総務常任委員会に所属しました。 

2014 年度に「公共施設再編計画」が策定され、その翌年度には
「⽼朽化が進む本庁舎を今後どうしていくか」の検討が本格的に
始まり、こちらの所管も総務常任委員会でした。この時期に連続
9 年間総務の委員を務め、市庁舎整備の検討経過をつぶさに⾒る
機会を得たことは、それだけ⼤きな責任を負ったことになりま
す。⾃らの考えを踏まえた情報の発信と議会における発⾔を通し
て責任を果たすように努めてきました。 

⾃分⾃⾝は「モノ⾔う市⺠」でしたが、議員には、声になりに
くい声に⽿を傾け、その声を代弁することで「参加」につなげる
役割があると考えています。 

         図書館は、個⼈の「知りたい、学びたい」を
⽀えるだけでなく、市⺠が共に地域の課題を考 

え、⾃治に参画する拠点にもなります。⽬的を持たないで来訪する 
⼈にも開かれ、みんなの居場所であり、出会いの場でもあります。 

武蔵野市の武蔵野プレイス（写真）は、図書館、⽣涯学習・市⺠ 
活動・⻘少年活動の⽀援の４つの機能を備えた複合施設です。 
 特筆すべきは、多世代対応の滞在型図書館の造形と「ティーンズ 
スタジオ」を中⼼にした⻘少年活動⽀援機能、近隣の 5 ⼤学と連携 
した「武蔵野地域⾃由⼤学事業」などの⽣涯学習⽀援の充実です。 
このような市⺠の拠点こそが、鎌倉市役所現在地には相応しい！ 

鎌倉市の給⾷は、地場産や有機⾷材が積極的に取り⼊れられ、
⾏政と J A との連携が進む⼀⽅、物価⾼騰による⾷材費の値上
げや調達の課題があります。給⾷費を上げざるを得ない⾃治体
もある中で、市は⾷材費の⾼騰分は公費でまかなうとしていま
す。保護者の負担増はないものの、さらなる⾼騰による質の低
下への懸念は拭えません。環境と調和のとれた持続可能な⾷料
⽣産とその消費に配慮した⾷育の推進が求められます。 

また孤⽴が進む中、⼩学校区ごとに歩い 
ていける地域の居場所としての地域⾷堂の 
取り組みや⾷料⽀援の需要が増えました。 
⾷でつながる活動が進むことは、地域住⺠ 
の⾃治意識や社会参画の意識を⾼めます。 
これからも⽀援のあり⽅について考え、活 
動していきます。 
 

 

 

イチ推し！ 

2008年の 9⽉議会に、携帯電話中継基地局が住 
⺠への周知なしに設置されないようにする条例の 

武蔵野プレイスのような 
市⺠の拠点をつくろう！ 

イチ推し！ 

ある「⼿をとりつながり合う顔の⾒えるネットワークづくり」
が弱まり、⾼齢者だけでなく現役世代も⼦どもたちも孤⽴しま
した。フェイク情報が蔓延し、排外主義的な考えの強まりに、
地⽅議員のあり⽅にも⼾惑いを感じる⽇々でした。 
⼥性や⾮正規雇⽤の⼈など弱い⽴場の⼈ほど困難に直⾯し、
隠れた弱者が増えています。障害者⽀援や⼦育て⽀援は昔と⽐
べたら良くなっている、今の⺟親は優遇されていると⾔われる
ことも多いですが、今の時代は⾃⼰責任という⾔葉のもとに格
差は広がり、助けあう社会ではなくなっています。 

今の⼦どもたちは、気候危機や平和への脅威といった厳しい
世界を⽣きていかなくてはなりません。次世代へのツケはもう
取り返しのつかないところまで来ているということを、私たち
⼤⼈はもっと真剣に考えるべきではないでしょうか。 
 

 私が議員になった 2021 年はコロナ禍の真最
中で、40 年続いてきた神奈川ネットの強みで 

⾷でつながるみんなの居場所 

 

神
奈
川
ネ
%
ト
ワ
(
ク
運
動
・
鎌
倉
は
︑ロ
(

カ
ル
パ
(
テ
6
︵
地
域
政
党
︶
と
し
て
︑
１
９
８

５
年
か
ら
今
⽇
ま
で
に
計
15
⼈
の
市
議
と
県
議

を
誕
⽣
さ
せ
ま
し
た
︒政
治
に
参
加
す
る
市
⺠
の

輪
を
広
げ
︑⾃
治
す
る
⼒
を
⾼
め
る
こ
と
を
⽬
指

し
︑
カ
ン
パ
︵
個
⼈
寄
付
︶
と
ボ
ラ
ン
テ
6
ア
の

⼒
で
選
挙
や
⽇
常
活
動
を
⾏
な
う
の
が
モ
%
ト

(
で
す
︒
私
た
ち
の
実
践
は
︑
お
⾦
の
か
か
る
選

挙
が
利
権
が
ら
み
の
政
治
を
⽣
み
出
す
こ
と
に

対
す
る
異
議
申
し
⽴
て
で
も
あ
り
ま
す
︒ 

⽣
活
実
感
を
持
�
た
⼈
が
政
治
に
参
画
す
る

こ
と
は
︑⾃
分
の
住
む
ま
ち
を
考
え
る
⼈
を
増
や

し
ま
す
︒
議
員
誕
⽣
の
き
�
か
け
は
︑
合
成
洗
剤

か
ら 
⼈
と
環
境
に
優
し
い
⽯
け
ん
に
切
り
替
え

る
こ
と
を
求
め
る
市
⺠
運
動
で
し
た
︒資
源
の
分

別
が
進
ん
で
い
な
か
�
た
ご
み
処
理
体
制
に
対

し
︑市
⺠
の
実
践
を
踏
ま
え
た
提
案
を
⾏
な
�
て

資
源
化
を
促
し
︑緑
保
全
の
市
⺠
活
動
と
連
帯
し

て
広
町
緑
地
や
台
峯
の
緑
の
保
全
を
実
現
す
る

後
押
し
を
し
ま
し
た
︒学
校
給
⾷
や
保
育
︑防
災
︑

市
⺠
活
動
⽀
援
な
ど
の
多
く
の
分
野
で
︑議
員
が

交
替
し
な
が
ら
市
⺠
と
作
�
た
政
策
を
引
き
継

い
で
き
ま
し
た
︒ 

  

し
か
し
︑
発
⾜
か
ら
40
年
が
経
ち
︑
社
会
も
⼥

性
の
⽣
き
⽅
も
︑
ま
た
選
挙
の
ス
タ
イ
ル
も
⼤
き

く
変
化
し
ま
し
た
︒⼥
性
の
社
会
参
加
が
進
み
︑家

計
を
担
う
⼥
性
が
増
え
︑
カ
ン
パ
と
ボ
ラ
ン
テ
6

ア
で
政
治
を
す
る
と
い
う
理
念
に
⽀
え
ら
れ
る

だ
け
で
は
︑
議
員
も
共
に
活
動
す
る
仲
間
も
︑
次

に
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
が
重
す
ぎ
る
よ
う
に
な
�
て

き
ま
し
た
︒ 

 
⽇
本
の
経
済
⼒
の
低
下
を
背
景
に
政
治
の
右

傾
化
が
進
む
中
に
あ
�
て
︑ネ
%
ト
は
リ
ベ
ラ
ル

︵﹁
個
﹂
を
⼤
切
に
し
︑
⼈
権
や
多
様
性
を
重
視
︶

の
⽴
ち
位
置
で
ぶ
れ
ず
に
き
ま
し
た
︒⼥
性
の
政

治
参
加
に
お
い
て
は
先
鞭
を
つ
け
た
と
⾃
負
し

て
い
ま
す
が
︑
リ
ベ
ラ
ル
の
再
結
集
に
向
け
て

は
︑⼤
ぜ
い
の
市
⺠
に
よ
る
新
し
い
動
き
が
社
会

を
変
え
て
い
く
こ
と
を
願
い
︑私
た
ち
も
市
⺠
と

し
て
発
⾔
を
続
け
て
い
き
ま
す
︒ 

   

私
"
#
$
目
指
'
(
取
*
組
,
-
.
"
/
0 

 

実
践
0
見
4
5
.
"
課
題 

 

https://kamakura.kanagawanet.jp/

